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研究の巡り合わせ

柏木　 豊

近年，夏の猛暑，豪雨，強力な台風などの気象災害が多発しています．おりしも国連気候行動サミットが
開催され，わが国からは環境大臣が出席され演説をされました．地球温暖化は，人類の化石燃料利用から排
出されるCO2などの温室効果ガスが原因であることは定説となっています．
今から40～50年ほど前，化石燃料資源の枯渇が叫ばれ，未利用バイオマス資源を燃料へと変換する研
究開発に注目が集まったことがあります．これに呼応して，バイオマス変換技術への微生物・酵素の活用研
究が強力に推し進められました．この時期に大学を卒業し，農林水産省の研究機関に採用された私は，バイ
オマス変換計画のなかで研究生活を送ることになりました．この当時，大気CO2濃度の上昇は観測されて
いたものの，地球温暖化や気候変動はまだ顕在化していなかったように思われます．むしろ，排気ガスによ
る大気汚染が大きく問題視されていました．同時に，微生物を利用した化石燃料代替技術の研究開発が進め
られ，多くの成果が得られましたが，実用技術としての普及はなかなか進まないのが実情であったと思いま
す．しかし，この数年の気象災害の多発を見ると，CO2排出削減が目前の課題として突きつけられ，いよ
いよこれまでの技術開発の結果と，さらなる研究に期待される時期が到来しているのではないでしょうか．
当時，取り組んだ研究課題は植物由来の未利用糖質の資源化というものであり，木質セルロースを食糧や

燃料へ変換することを目的としたものでした．配属された研究室では，公設試験研究機関，企業（食品産業に
限らず）からの研究員が多数在籍し，精力的に研究が進められていました．その中に混じって微生物探索から
研究をスタートしましたが，新規のセルラーゼ生産性糸状菌を分離することができ，酵素の特性の解明と酵素
遺伝子の単離を行うことができました．もう一つは，非結晶性セルロースからセロビオースを特異的に生成す
る細菌におけるセロビオース生成要因の解明というものでした．すでにセロビオヒドロラーゼ（CBH）が結
晶性セルロースからセロビオースを生成することは研究されていましたが，非結晶性セルロースに作用する
CBHは未発見であり，新発見の可能性が期待されました．結局，該当の酵素は -グルコシダーゼの一種であ
るがセロビオースへの作用が低いために培地にセロビオースを蓄積することがわかり，新発見には到りません
でした．当時は，開発されたばかりのゲル板式の蛍光DNAシーケンサーやPCR装置が研究所に導入され始め，
遺伝子の配列解析にようやく活用される時期でした．現在の研究環境からすると隔世の感があります．
その後，本省の研究行政部署に移動になり，続いて地方公設試験場に転勤になり，バイオマス変換の研究

から離れてしまいました．1997年に研究所に戻った時には，発酵食品を所掌する応用微生物部の糸状菌研
究室に室長ポストとして配置されました．このころに，麹菌  EST解析・ゲノム解析研究
コンソーシアムに参画し，企業，国研，大学の皆様と自由闊達に大変に楽しく研究させていただきました．
麹菌ゲノム解析コンソーシアムに参加したNITEのDNAシーケンスセンターの解析能力に後押しされて，
当初の予想よりも短期間の3年ほどでドラフト配列が判明し，2005年に全塩基配列の解読に成功しまし 
た．同時に，アメリカ，EUにて ， のゲノムが解明され，海外勢力に遅れることなく，

属3菌種ゲノムのそろい踏みが叶いました．
麹菌や発酵食品の研究のつながりで，縁あって，伝統ある東京農業大学醸造科学科にお世話になっていま

す．研究機関から大学への転職となり，一番に気がついたのは，学生の人数と多様性の多さです．多いとき
には200人近くの学生に講義をしています．授業で受講生がどれだけ満足してもらえたのか，未だに判然
としないままですが，醤油醸造学などの講義をしています．
現在は，新原理のNGS（次世代シーケンス）が次々と開発されてゲノム解析研究が身近になり，また測

定機器が発展し，分析技術が充実しています．若い研究者の方々は，このような研究環境を活かして，これ
までの研究から大幅に前進した研究成果を得られていることと思います．社会からの注目度により研究が促
進されることはよくあることですが，冒頭の話題のように，地球環境の観点からも発酵や生物工学の研究の
進展が大いに期待されていると思います．
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